




Methods of Learning Support for Language Acquisition












































































































































































































































































3．第 3段階・（指導の記録要約―昭和 46年 12月）
　赤と青を活用した色の認知学習





















































第 1週，a→ b→ c→ d　の順序（第 1パターン）での学習は，すぐ
定着した。
第 2週，第 2パターンの逆の順序（d→ c→ b→ a）で試行する。2
時間（2回）かかって成功する。



















































































① a→ b→ a’→ c→ d　という順序をきめた選び方ならすぐ正解を示した。














これは，a→ b→ c→ dという順序の結合（パ




a a’b c d
a b c d





第 3～ 4週，第 2週の方法で，a→ a’，b→ b’，と，一対一対応させやすいように筒を並
べておかないで，図 8のα 群をバラバラに並べ変えても，a→ a’と同色を選び出せるかどう
か学習した。これが成功するまでにさらに 2週間を要した。





































月分の 5～ 6か月を要したが，色の認知学習のときは，12か月分の 4～ 5か月となっている。
事前の学習が事後の学習に大きな影響を与えている。つまり，彼独特の認知様式にあわせて
学習支援を計画した方が学習効率を高めることが分かった。
ただし，何故，彼がそのような認知様式をするのか科学的に解明されていない。それでこの
学習支援法は，まだ，即他の生徒にあてはまるとは言い切れない。一般化するためには多くの
臨床例を待たねばならない。このあたりが現象的と言われる所以だろう。しかし，この実践研
究で分かったことは，ハンディキャップのある生徒には，それぞれ独特の認知様式があること
は疑いない。特に，定型発達する生徒に対して，個性発達する生徒（中枢神経系にハンディ
キャップを持つ生徒）の場合には，そのことが確実に言える。
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トリプルハンディキャップのある生徒の言語形成過程への学習支援について（Ⅱ）
引用参考文献
※（1）三崎かおる，1972，「脳性マヒを伴う精神薄弱の事例研究」，『千葉大学教育学部特殊教育卒論』
※（2）猪瀬義明，1972，「重度重複障害児の指導の試み─W児の場合」，『脳性マヒ児の教育』，脳性マヒ
児教育研究会，No9  pp.3−8
※（3）猪瀬義明，1971，「重さしらべ」，Ｍ養護学校学習指導案
　（4）猪瀬義明，1974，「W児の物の弁別の指導過程」，『精神薄弱児研究』，No184  pp.46−53
　（5）波多野完治編，1968，『ピアジェの発達心理学』，国土社
　（6）橋本重治編，1967，『脳性マヒ児の心理と教育』，金子書房
　（7）ジャン・マルク・ガスパール・イタール著，古武弥正訳，1932，「アヴェロンの野生児」，牧書店
　（8）猪瀬義明，1970，「『指導の記録簿』昭和 45年度」，C県立Ｍ養護学校
　（9）猪瀬義明，1971，「『指導の記録簿』昭和 46年度」，C県立Ｍ養護学校
